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コーシー・リーマンの定理

区間[a,b]の範囲にわ
たって関数F(s)を積分

することを考える。この
時、関数値もしくはその
一階微分が不連続な
点を超えない限り、積
分経路をどの様に変更
しても、積分の結果は
変わらない。

関数値が不連続な点(極): f(x)=1/(x+a)でのx=-a

一階微分が不連続な点(分岐): f(x)=(x+a)0.5でのx=-a8
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ラプラス変換は

)0()(][ tt ss xX  IH
ここで、Iは単位行列

行列Hはその固有値snを対角要素とするベクトルS
と固有ベクトルAにより、H=ASA-1と表現できる。

  )0()( 11
tt ss xX  ASIA  1 AISAIH ss から

     )0()()0()()( 11111
tttt tsst xxXx   AAEASIALL

ここで、E(t)はexp(snt)を要素とする対角行列
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